
契約後

現場着手日

工事完成

工事検査時

【パターン１】 10月 11月 12月 1月 2月
 工期

 現場稼働日

 提示資料 月別カレンダー（10月、11月、12月、1月、２月）

【パターン2】 5月 6月 7月 8月 9月
   工期

 現場稼働日

 提示資料 月別カレンダー（6月、7月、8月、9月）

受注者は、CCUSの活用を希望する場合は、現場着手日までに監督員へ報告す
る。

受注者は、対象月※の就業履歴一覧（月別カレンダー）を発注者へ提示する。

・現場作業（事前測量等を含む）がある月を対象とします。

・就業履歴の蓄積（カードタッチ）を証明する資料として、対象月全ての就業履歴一覧（月別
カレンダー）の提示が必要となります。

発注者は、就業履歴一覧（月別カレンダー）により、実施状況を確認する。

１ フロー図

２ 就業履歴一覧（月別カレンダー）の対象月（対象期間）の考え方

中止期間



３ 就業履歴一覧（月別カレンダー）出力方法

建設キャリアアップシステム現場運用マニュアル 第８章 抜粋
https://www.ccus.jp/p/site_manual



月別カレンダーの確認方法
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2-4帳票Ｎｏ
帳票名 就業履歴一覧（月別カレンダー）
対象期間 2025/04
出力日時 2025/7/31 16:00:00
出力者の氏名

就業履歴
就業履歴数※１ 2025/04の登録※２ 就業内容

工事区分 工事内容

（株）○○工業
出力者のＩＤ 11111111111111
出力区分 事業責任者
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※１ 就業履歴日数と就業日数について
・就業履歴数とは、日数ではなく就業した数を集計した値。
（同一日に複数の現場で就業したときは複数就業した数）
但し、同一現場、同一日、同一技能者の就業履歴については１とする。

・就業日数とは、就業した日を集計した値。
（同一日に複数の現場で就業しても就業日数は１）

※２ 登録方法の判例
ＩＣ ：ＡＰＩ連携認定システムからの登録
直接 ：建設キャリアアップシステムへの直接入力で登録
建退共 ：元請による建設業退職金共済制度データを活用した登録

１ヶ月分だけではなく、対象月の全てを出力

技能者が登録されているか確認 ・契約工事に条件を絞った資料を出力

就業履歴数_計上が、１以上であることを確認

４ 月別カレンダーの確認方法


